
・県立高校 全 84校に配置 

・月 2回程度 

・複数（メイン・サブ）のカウンセラーが相談

内容に応じて支援 

・特別支援学校 10校に配置 ・月 1回程度 

・拠点中学校 95校に配置 

・拠点校以外の中学校も含めた 185校に対応 

・週 1回程度  

・対象小学校 259校の支援 

・緊急時は学校の要請により全小中学校に対応 

○拡スクールカウンセラー事業 

心の支援課 

１ 事業の目的 

児童生徒の悩みに対して、適切かつ迅速に対応し、児童生徒が安心して学習に取り組むことができ

るよう臨床心理士など｢心の専門家｣をスクールカウンセラーとして配置し、学校内における教育相

談・相談体制の充実を図る。 

２ 事業内容 

(１) 相談支援業務 

  生徒指導担当者等の教職員に協力し、特に課題を抱える児童生徒及び個別カウンセリングに

あたるとともに学校で必要な指導、支援に関する助言を行う。 

【活動イメージ】 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【配置体制】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 連絡会議・研修会等の実施 

   スクールカウンセラーの情報共有や資質向上を図るため、連絡会議・研修会を実施する。（年２回） 

(３) 緊急スクールカウンセラー等派遣事業 

長野県北部の地震により被災した児童生徒等の心のケア、教職員・保護者等への助言・援助、福

祉保健部局等の関係機関との連携調整等を行うため、スクールカウンセラー及びスクールソーシャ

ルワーカーを被災児童生徒が在籍する学校へ派遣する。 

(４) 緊急対応カウンセリング等の実施 

   自殺及び自殺未遂等の緊急事態発生時に、カウンセラー等を即時に派遣し、児童生徒に対するカ

ウンセリング及び学校関係者や保護者に対する事後対応の援助等を行うことにより、児童生徒への

動揺の広がりを押さえ、心の健康の回復を支援する。 

３ 平成 27 年度予算額 １億４，９９８万５千円 

県高等学校県高等学校県高等学校県高等学校・特別支援学校・特別支援学校・特別支援学校・特別支援学校    公立小中学校公立小中学校公立小中学校公立小中学校    

・心の専門家による個別カウ

ンセリング 

・日常的な場面での相談活動 

・家庭の対応（子どもへの接し

方等）を助言 

相談 

助言・援助 

・医療機関等との連携 

・スクールソーシャルワーカー 

との連携 

・校内での個別支援体制構築

に関する助言 

・相談児童生徒の心理的な特

性に関する助言指導 

教職員教職員教職員教職員    

連携協力 

助言・指導 

（チーム対 応 ） 

スクールスクールスクールスクール    

カウンセラーカウンセラーカウンセラーカウンセラー    

ス ー パ ー バ イ ザ ース ー パ ー バ イ ザ ース ー パ ー バ イ ザ ース ー パ ー バ イ ザ ー  

（ 困 難 事 例 の フ ォ ロ ー ア ッ プ ）  

保保保保    護護護護    者者者者    

児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒    

スクールスクールスクールスクール    

カウンセラーカウンセラーカウンセラーカウンセラー    

相談室でのカウンセリング 

ケース検討会議への参加等 

学   校 

総 合 教 育 セ ン タ ー総 合 教 育 セ ン タ ー総 合 教 育 セ ン タ ー総 合 教 育 セ ン タ ー     

・電話相談、来所相談に応じる。 


